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八幡山皮ふ科
院長　岸川由香（平七卒）

新年明けまして
おめでとうございます。
戌の日に
帯まきしから幾年か
拝む報身　かたち成す哉

めでたく平成三〇年戌年、鉄門の年女に選んでいただき、ありがとうございます。
実は私は「鉄門いまむかし」の依頼は二回目で、鉄門だより平成二二年四月号では、母方の曾祖母の兄が明四三卒、山下善正、鉄門出身であった旨、お話しました。彼と曾祖母の生家は九州の佐賀県唐津で、現在唐津市重要文化財指定を受けています。此方は東京大学の歌「大空と」を作詞した北原白秋とも交流があったようです。祖母曰く、昔から、東大医学部を卒業すると、孫の代まで語れると言われていたそうです。
私の入学した平成元年は、バブル真っ盛りでした。入学した年に、運転免許を取り、英検準一級初回受験で合格しました。　　
猫も杓子もゴルフの時代で、鉄門ゴルフ部に所属しました。東医体の主管校になると、当時は一〇〇円ショップがなかったので、リボン徽章のような小物も、私が手作りしました。それを見た前述の祖母が「勉強が出来るだけじゃなくて、手先がとても器用だ」と褒めてくれたことが懐かしい思い出です。
当時は、学生のパソコンも計算機＋αの機能ぐらいで、教養クラスで協同購入しましたが、瞬く間に無用の長物になってしまい、パソコン進歩の過渡期でした。
一九九三年、入学後、習っていた華道、草月流一級を取得しました。言わば、お嫁入り道具のような感覚でした。現在、クリニックで、一般皮膚科、美容皮膚科の他に、漢方皮膚科、漢方内科も標榜しています。漢方の生薬を理解する上で、草木花草は、基本の一部でもあります。趣味として、勉学的な意味を持たないと思っていたことが、後の学問に通づることがあると改めて痛感している次第です。
卒後一九九五年、東大皮膚科医局に入局し、東大病院で丸二年研修を受けました。研修中に、整形外科に入局していた同級生と結婚しました(現在は旧姓に戻っております）。
二〇〇〇年問題の時は、パソコン中に学会発表のスライドなどもあり、どきどきしながら一九九九年の大晦日を迎えましたが、意外と大きな混乱もなく、お正月を迎えました。この頃、東大分院皮膚科の助手(現在の助教）の身分で、そのまま本院皮膚・光線レーザー科の助手になりました。人事が決まったとき、異動前勤務していたNTT関東病院皮膚科（現在昭五九卒五十嵐敦之部長）の外来まで、母が私へロレックスの金時計を届けに来てくれました。両親から助手になった御褒美でした。曾祖母の兄、山下善正は、卒業時大学から金時計を貰ったと聞いていますので、それには及びませんが。東大分院・本院では、研究も多少経験したお蔭で、自分は研究より臨床向きだと考えるようになりました。
二〇〇一年に受験した日本皮膚科学会皮膚科専門医認定試験では、受験者中一位の好成績を収めることができました。当時の医局長、平三卒渡邊孝弘先生から医局長室に呼ばれ、その報告を受けたときに、昭四八卒玉置邦彦前皮膚科教授と、医局の廊下ですれ違いました。にこにこ顔で「僕は専門医試験のことは何も聞いてないよ。」と反語のような言葉をかけていただいたのを覚えています。
二〇〇四年には娘が生まれました。YouTubeでピアノ曲を見る娘は、ミレニアル世代と呼ばれる新のデジタルネイティブで、パソコン設定にも私達ほどストレスを感じないようです。両親が理科三類である娘は小学六年生で英検準一級に合格し、親子で英検準一級ホルダーになりました。当時から中一になる現在も、東大理科三類の学生さんに家庭教師をお願いしています。私の甥も姪も理三の学生さんにお願いしていて、鉄門との繋がりを感じます。
産後、市井のクリニック勤務中に、日本医師会認定産業医と健康スポーツ医を取得しました。
二〇一一年一一月一日に世田谷区八幡山で、八幡山皮ふ科を開業しました。昨年一一月一日が、「いい医療の日」に設定され、初めて同日が医師会の設立記念日である事実を知りました。娘の幼少時、日本医師会テディベアの抽選に申し込み、当選したことがあります。made in Japanの立派なテディベアを見て、日本の医療に誇りを感じ、微力ながらも一端を担っていきたいと思いました。偶然とはいえ、設立記念日が一緒なことに、医療者として同舟に乗船している感覚を覚えます。
冒頭の歌は、皮膚科医らしく帯状疱疹の病気を詠み込んでみました。クリニックで患者さんに貢献する医師としての感謝の気持ち、それに協力してくれる家族、娘の成長へ感謝しながら詠んでみました。娘が医師を目指してくれているのが、私の希望でもあり、私の毎日の原動力にもなっています。
末筆になりましたが、鉄門同窓の皆様の健康を願いつつ、日頃のご指導のお礼と今後のご指導のお願いとともに、年の初めのお祝いの言葉とさせていただきます。



